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香辛料 宝石 綿布

●貿易拠点を建設

(ボ ンベイ マドラス カルカッタ)

フランスとの対立激化 (仏 デュプレクスの活躍)
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南インド支配

マラータ戦争(3回 1775～ 1818)

デカン高原支配

シク戦争(2回  1845～ 49)バ ンジャーブ併合

●侵略の進行

マイソール戦争(4回 1767～ 99)
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18c後半

19c前半

産業革命の進行

ヨ墜壬暫所塑堕立ニリ 東インド会社の
対インド貿易独占権廃止(1813)

●植民地支配の強化

ザミンターリー市」(ベ ンガル州など北インド)

ライヤットワーリー制(マ ドラス州など南インド)

●インド伝統の農村共同体社会の破壊

●イギリス綿布の流入によるインド手工業衰退

●近代的税制の導入による税負担増加

シ
パ
ー
ヒ
ー
の
反
乱
と
イ
ギ
リ
ス
の
直
轄
支
配

1857

1858

●直轄支配の完成

インド帝国の成立(1877)

ビルマ併合(1886)

●インド人懐柔策

インド国民会議(1885 ボンベイで結成)

讀と本国の直轄支配118581
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王国

ラクシュミー =バーイー (1835～ 58)○
シパーヒーの反乱の指導者の1人であつた小王国
の王妃ラクシュミー=バーイー膜,英軍に敗れた
が今も民族的英雄として人々に慕われている。
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;○ヴィクトリア=メモリアリレ 1905年 ,イ ンド皇帝を兼任したヴィクトリア

01785年のインド
1757
プラッシーの戦い

ナティック戦争

|  |イ ギリス領域
|   | ヒンドウ〒系

藩王国
|  |イ スラム系藩

王国

2インドの経済0社会の崩壊
0インドの貿易 0イギリスのインド地税収奪

●ザミングーリー制(ベンガ
ソbllヽJなど北インドで実施)

巫 l夢
●ライヤットワーリー制

(マ ドラスlllな ど南インドで実施)

(↑I:事‖ 産業革命後のイギリスから安価な機械製綿布が流入したことによリインド土着の手

織綿布産業が衰退。また,イギリスが18世紀以来導入した近代的税制により税負担が増加した。

イギリスによるインド支配の拡大は,伝統的なインドの農村共同体を破壊していった。

シパーヒー(セポイ)の反乱 tOP150写 |

一 文fヒ的背景 ―

東インド会社のインド人傭

兵シパーヒー(セ ポイ)は ,上

層イスラム教徒や高位カース

トのヒンドゥー教徒からなる。

反乱の直接原因の薬包使用拒

否事件は,シパーヒーに配ら

れた銃の薬包に牛と豚の脂が

塗られているといううわさか

ら起こつた。それは西欧キリ

スト教文化に伝統的インド社

会を破壊されたヒンドウー・

イスラム教徒の文化的反抗で

もあつた。

インドから イギリスか
∃―ロッパ ら東洋へ輸
へ輸出され 出された綿
た綿布   布

17Ю 811m181X102030401850

土地所有を承認

イギリス領インドの地税

1820304050611■ 811901900

ラフガニスタン
01858年のインド

総選
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王国
―

シバーヒー(セポイ)

の反乱地域
起工(1921年 完成)。 白亜の大理石製建造物で,現在は美術館 博物館になつている。■
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